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Outlook(new)設定マニュアル-Tonami System Solutions Coralnet 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーラルネットでは、以下の設定を推奨しております。 

 

 

 

 

本マニュアルは、上記推奨設定内容に沿って作成しておりますので予めご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推奨設定内容 

通信プロトコル POP 

SSL 設定 SSL/TLS 

目 次 

新規設定 2 ページ～11 ページ 

設定変更 12 ページ～18 ページ 

Microsoft365 設定マニュアル 
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1. Outlook(Microsoft365)を立ち上げます。 

 

※以下手順２、３が表示されずに手順４の画面になる場合がございます。 

2. 「ファイル」をクリックします。 

 

3. 「アカウントの追加」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

新規設定 
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4. メールアドレスを入力します。「詳細オプション」をクリックし、「自分で自分のアカウントを手動で設定」

にチェックをつけ、「接続」をクリックします。 

 

5. 「POP」をクリックします。 

 

①  

②  

③  
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6. パスワードを入力し、「接続」をクリックします。 

 

7. 「アカウントが正常に追加されました」と表示されたことを確認し、「完了」をクリックします。 
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8. 「ファイル」をクリックします。 

 

9. 「アカウント設定」をクリックし、「プロファイルの管理」をクリックします。 

 

 

 

 

 

①  

②  
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10. 「電子メールアカウント」をクリックします。 

 

11. 設定したメールアドレスをクリックし、選択します。（青色で表示されます） 

「変更」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
example@example.jp 

①  

②  



 
7 

Outlook(new)設定マニュアル-Tonami System Solutions Coralnet 

12. 「詳細設定」をクリックします。 

 

13. 「送信サーバー」のタブをクリックします。「送信サーバー（SMTP）は認証が必要」と「受信メールサ

ーバーと同じ設定を使用する」にチェックが入っていることを確認します。 
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14. 「詳細設定」のタブをクリックします。以下設定を入力し、「OK」をクリックします。 

 

 

【サーバーにメッセージのコピーを置く】 

チェックを入れた場合、 メールソフトの併用で会社や外出先、 自宅でも同じメールを確認できます。 

ご利用状況に合わせて設定してください。 

※サーバーにメールが溜まっていき容量が一杯になると メールが受信できなくなりますので、 「サ

ーバーから削除する○日後」 の設定や、 「[ 削除済みアイテム ] から削除されたら、 サーバーか

ら削除」 にチェックを入れて容量の調整をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

設定内容 

受信サーバー（POP） 995 

このサーバーでは暗号化された接続

（SSL/TLS）が必要 
チェックをつけます 

送信サーバー（SMTP） 465 

使用する暗号化接続の種類 プルダウンメニューから「SSL/TLS」を選択 

①  

②  
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15. 「次へをクリックしたらアカウント設定を自動的にテストする」にチェックが入っていることを確認し、

「次へ」をクリックします。 

 

16. 「すべてのテストが完了しました」と表示されたことを確認し、「閉じる」をクリックします。 
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17. 下記画面になりますので、「完了」をクリックします。 

 

18. 「閉じる」をクリックします。 
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19. 「閉じる」をクリックします。 

 

これで新規設定は完了です。 
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メールアカウント・メールパスワードを変更した場合の設定変更についてご案内いたします。 

 

1. Outlook(Microsoft365)を立ち上げます。 

 

2. 「ファイル」をクリックします。 

 

3. 「アカウント設定」をクリックし、「プロファイルの管理」をクリックします。 

 

設定変更 

①  

②  
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4. 「電子メールアカウント」をクリックします。 

 

5. 情報変更するメールアドレスをクリックし、選択します。（青色で表示されます） 

「変更」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
example@example.jp 

①  

②  
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6. 「ユーザー情報」と「メールサーバーへのログオン情報」を変更後の情報に編集し、「詳細設定」をクリ

ックします。 

 

7. 「送信サーバー」のタブをクリックします。「送信サーバー（SMTP）は認証が必要」と「受信メールサ

ーバーと同じ設定を使用する」にチェックが入っていることを確認します。 
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8. 「詳細設定」のタブをクリックします。以下設定を入力し、「OK」をクリックします。 

 

 

【サーバーにメッセージのコピーを置く】 

チェックを入れた場合、 メールソフトの併用で会社や外出先、 自宅でも同じメールを確認できます。 

ご利用状況に合わせて設定してください。 

※サーバーにメールが溜まっていき容量が一杯になると メールが受信できなくなりますので、 「サ

ーバーから削除する○日後」 の設定や、 「[ 削除済みアイテム ] から削除されたら、 サーバーか

ら削除」 にチェックを入れて容量の調整をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

設定内容 

受信サーバー（POP） 995 

このサーバーでは暗号化された接続

（SSL/TLS）が必要 
チェックをつけます 

送信サーバー（SMTP） 465 

使用する暗号化接続の種類 プルダウンメニューから「SSL/TLS」を選択 

①  

②  

③  
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9. 「次へをクリックしたらアカウント設定を自動的にテストする」にチェックが入っていることを確認し、

「次へ」をクリックします。 

 

10. 「すべてのテストが完了しました」と表示されたことを確認し、「閉じる」をクリックします。 
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11. 下記画面になりますので、「完了」をクリックします。 

 

12. 「閉じる」をクリックします。 
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13. 「閉じる」をクリックします。 

 

 

これで設定変更は完了です。 


